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論

文

一
．
は
じ
め
に

今
日
の
中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム
を
信
仰
す
る
一
〇
の
﹁
少
数
民
族
﹂

の
う
ち
最
大
の
ム
ス
リ
ム
集
団
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
人
口
約
一
〇
〇
〇
万
を
数
え
る

回
族
と
呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
。
回
族
は
、
七
世
紀
中
葉
以
降
に
来
華
し
た
ア
ラ
ブ
人
、

ペ
ル
シ
ア
人
、
及
び
中
央
ア
ジ
ア
出
身
の
諸
ム
ス
リ
ム
集
団
と
、
漢
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
、

ウ
イ
グ
ル
人
な
ど
の
通
婚
、
接
触
を
通
じ
て
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
民
族
集
団
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る（

1
）
。
独
自
の
言
語
を
も
た
ず
、
漢
語
を
日
常
的
に
話
し
容
貌
も
漢

人
に
相
似
す
る
ム
ス
リ
ム
は
、
清
朝
の
為
政
者
や
中
華
民
国
期
に
活
躍
し
た
政
治
家
・
学

者
の
大
半
に
よ
っ
て
漢
人
の
宗
教
集
団
と
見
な
さ
れ
、﹁
漢
人
回
教
徒
﹂
と
呼
称
さ
れ

た（
2
）
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
、
ム
ス
リ
ム
知
識
人
の
な
か
か
ら
、
中
国

の
ム
ス
リ
ム
は
独
自
に
﹁
民
族
﹂
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
﹁
回
教
民
族
説
﹂

を
唱
え
る
者
が
現
れ
た（

3
）

も
の
の
、
漢
人
と
信
仰
の
違
い
の
み
で
区
別
さ
れ
る
ム
ス
リ

ム
は
﹁
民
族
﹂
で
は
な
い
と
主
張
す
る
ム
ス
リ
ム
が
多
数
派
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
日
の
台
湾
で
、
漢
語
を
話
す
ム
ス
リ
ム
が
﹁
少
数
民
族
﹂
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、

こ
う
し
た
理
由
に
よ
る（

4
）
。
結
果
と
し
て
、
一
九
四
〇
年
代
初
頭
、
抗
日
戦
争
を
有
利

に
進
め
る
う
え
で
西
北
地
域
に
多
く
居
住
す
る
ム
ス
リ
ム
の
戦
略
的
重
要
性
に
注
目
し

た
、
当
時
延
安
を
拠
点
と
し
て
い
た
中
国
共
産
党
が
漢
語
を
話
す
ム
ス
リ
ム
を
単
一
の

﹁
民
族
﹂
と
認
定
し
た（

5
）
。
だ
が
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
、
漢
語
を
話
す
ム
ス
リ

ム
が
回
族
と
し
て
正
式
に
﹁
少
数
民
族
﹂
認
定
を
受
け
た
後
も
、
回
族
は
﹁
厳
密
な
意
味

で
民
族
な
の
か
﹂、﹁
回
族
と
漢
族
を
分
け
る
も
の
は
何
な
の
か
﹂（

6
）
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と

い
う
﹁
宗
教
信
仰
を
取
り
除
い
た
な
ら
ば
、
彼
ら
に
民
族
と
し
て
の
特
徴
が
は
た
し
て
残

る
で
あ
ろ
う
か
﹂（

7
）
と
い
っ
た
疑
問
の
声
が
尽
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

宗
教
信
仰
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
関
係
、
及
び
﹁
回
﹂H

ui

﹁
漢
﹂H

an

の
境
界
を
め
ぐ

る
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
す
る
回
答
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、﹁
清
真
﹂

qingzhen

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
ム
ス
リ
ム
の
衛
生
観
念
、
と
り
わ
け
食
生
活
面
で

の
彼
ら
の
清
潔
意
識
の
高
さ
、
す
な
わ
ち
﹁
清
浄
の
文
化
﹂（the culture of purity

）（
8
）

―
―
本
稿
で
は
便
宜
的
に
こ
れ
ら
を
﹁
清
真
﹂
意
識
と
総
称
す
る
―
―
で
あ
る
。
本
来

﹁
清
潔
﹂﹁
純
粋
﹂
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
﹁
清
真
﹂
と
い
う
概
念
は
、
唯
一
神
ア
ッ

ラ
ー
へ
の
絶
対
的
信
仰
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
明
清
代
の
ム
ス
リ
ム
知
識
人
が
イ
ス

ラ
ー
ム
の
教
義
に
関
す
る
書
籍
を
著
す
際
、
好
ん
で
用
い
た
言
葉
で
あ
る
。
も
と
も
と
、

イ
ス
ラ
ー
ム
は
唐
代
に
中
国
に
伝
来
し
た
が
、
宋
代
頃
ま
で
決
ま
っ
た
名
称
が
な
か
っ

た
。
元
代
以
降
、
イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
を
指
す
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
た
﹁
清
﹂﹁
浄
﹂

﹁
真
﹂
な
ど
の
単
語
が
、
明
末
清
初
に
活
躍
し
た
王
岱
輿
の
代
表
的
著
作
『
正
教
真
詮
』

で
多
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、﹁
清
真
教
﹂
が
次
第
に
イ
ス
ラ
ー
ム
そ

の
も
の
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う（

9
）
。
漢
語
で
モ
ス
ク
を
﹁
清
真
寺
﹂
と

言
い
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
﹁
清
真
教
﹂
と
呼
ぶ
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（
10
）
。
し

か
し
、
約
二
〇
〇
〇
万
の
ム
ス
リ
ム
人
口
を
擁
す
る
と
さ
れ
る
現
代
中
国
で
は
、﹁
清
真
﹂

は
主
に
ハ
ラ
ー
ルḥalāl 

―
―
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
則
っ
て
処
理
さ
れ
た
肉
な
ど
、
イ

ス
ラ
ー
ム
的
に
合
法
と
さ
れ
る
食
品
―
―
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
豚
を
は
じ
め
と
す
る
一
部
の
家
畜
の
肉
、
死
ん
だ
動
物
の
血
肉
を
は
じ
め
と
し
て

イ
ス
ラ
ー
ム
で
食
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
（
ハ
ラ
ー
ムḥarām

）
は
忌
避
さ
れ
る
た

め
、
豚
な
ど
に
由
来
す
る
蛋
白
質
や
酵
素
を
含
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
目
的
で
、
医

薬
品
や
化
粧
品
に
も
﹁
清
真
﹂
マ
ー
ク
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
う
し
た
ム
ス
リ
ム
の
﹁
清
真
﹂
意
識
が
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
の
境
界
を
生
成
・

中
国
ム
ス
リ
ム
の「
清
真
」意
識
と
自
他
認
識
―
―

　
　
　
　
二
〇
世
紀
初
頭
の
華
北
地
域
に
お
け
る
ハ
ラ
ー
ル
問
題
と「
回
」「
漢
」関
係

海
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維
持
す
る
指
標
、
す
な
わ
ち
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
マ
ー
カ
ー
と
し
て
果
た
し
て
き
た
役

割
を
考
え
る
際
、
参
考
に
な
る
の
が
、
社
会
学
や
人
類
学
分
野
の
研
究
で
あ
る
。
近
年
松

本
ま
す
み
氏
が
行
っ
た
回
族
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、﹁
回

族
と
は
何
か
﹂
と
い
う
質
問
項
目
に
対
し
て
、﹁
豚
肉
を
食
べ
な
い
﹂﹁
清
真
で
あ
る
﹂

﹁
清
真
菜
を
食
べ
る
﹂
と
答
え
た
回
族
が
少
な
か
ら
ず
い
た
と
い
う（
11
）
。
ま
た
、
福
建
省

に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
・
民
族
・
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
複
合
的
表
出
に
着
目

し
た
砂
井
紫
里
氏（
12
）
、
北
京
市
最
大
の
ム
ス
リ
ム
集
住
区
で
あ
る
牛
街
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
す
るG

illette
氏（
13
）
ら
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
類
学
者
た
ち
が
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お

け
る
食
や
﹁
清
真
﹂
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

一
方
、
歴
史
学
の
分
野
で
は
、
ハ
ラ
ー
ル
意
識
を
中
心
と
す
る
ム
ス
リ
ム
の
衛
生
観
念

が
形
成
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
経
緯
や
意
義
、
ム
ス
リ
ム
の
﹁
民
族
﹂
観
と
の
連
関
に
つ
い

て
は
、
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
、
食
習
慣
を
め
ぐ
る
ム
ス

リ
ム
・
非
ム
ス
リ
ム
間
の
摩
擦
や
衝
突
（
こ
こ
で
は
ハ
ラ
ー
ル
問
題
と
総
称
す
る
）
が
頻

発
し
た
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
北
京
や
天
津
を
中
心
と
す
る
華
北
地
域
に
焦
点
を
当
て
る
。

中
国
全
体
が
社
会
変
革
に
揺
れ
て
い
た
清
末
民
初
の
こ
の
時
期
は
、
英
語
のnation

の
和

訳
で
あ
っ
た
﹁
民
族
﹂m

inzoku

と
い
う
単
語
が
、
明
治
日
本
に
留
学
し
て
い
た
梁
啓
超

（
一
八
七
三
～
一
九
二
九
）
を
は
じ
め
と
す
る
清
国
出
身
の
知
識
人
に
よ
っ
て
漢
語
に
紹

介
さ
れ
た
ば
か
り
の
時
期
で
も
あ
っ
た（
14
）
。
ム
ス
リ
ム
の
﹁
民
族
﹂
意
識
に
関
す
る
先

行
研
究
の
多
く
は
、
ム
ス
リ
ム
定
期
刊
行
物
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
一
九
三
〇
、四
〇
年

代
の
時
期
を
扱
う
が
、
実
は
華
北
の
ム
ス
リ
ム
・
エ
リ
ー
ト
―
―
ア
ホ
ン（
15
）

と
呼
ば
れ

る
宗
教
指
導
者
、
知
識
人
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
政
治
家
、
教
育
家
な
ど
―
―
た
ち
は
、

二
〇
世
紀
初
頭
に
す
で
に
こ
の
﹁
民
族
﹂m

inzu

概
念
を
用
い
て
、﹁
回
﹂
の
定
義
や

﹁
回
﹂﹁
漢
﹂
関
係
を
め
ぐ
っ
て
侃
侃
諤
諤
の
議
論
を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
歴
史
学
研
究
で
は
等
閑
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
食
や
衛
生
と
い
う
問
題
に

注
目
し
、
ム
ス
リ
ム
・
エ
リ
ー
ト
の
﹁
清
真
﹂
意
識
と
﹁
民
族
﹂
観
を
連
関
さ
せ
て
考
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
末
民
初
の
華
北
ム
ス
リ
ム
社
会
を
立
体
的
に
把
握
し
、
中
国
ム

ス
リ
ム
史
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
の
こ
と
は
、
近
現
代
の
中
国
や
イ
ス

ラ
ー
ム
地
域
に
お
け
る
﹁
民
族
﹂
観
の
多
様
な
あ
り
方
を
提
示
す
る
こ
と
に
も
寄
与
す
る

だ
ろ
う
。
議
論
の
流
れ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
華
北
ム
ス

リ
ム
社
会
の
諸
相
を
、
ム
ス
リ
ム
・
エ
リ
ー
ト
の
政
治
活
動
や
﹁
民
族
﹂
観
を
中
心
に
整

理
す
る
。
次
に
、
非
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
偽
ハ
ラ
ー
ル
食
品
販
売
、
豚
肉
タ
ブ
ー
へ
の
誤
解

や
偏
見
に
対
す
る
ム
ス
リ
ム
の
抗
議
活
動
に
関
す
る
新
聞
報
道
を
主
な
手
が
か
り
に
し

て
、
ム
ス
リ
ム
の
衛
生
観
念
や
﹁
民
族
﹂
を
め
ぐ
る
自
他
認
識
、
非
ム
ス
リ
ム
と
の
関
係

を
考
察
す
る
。
引
用
文
中
の
（　

）
は
原
文
内
の
注
釈
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
り
、［
…
］

は
訳
者
に
よ
る
省
略
、［　

］
は
訳
者
に
よ
る
注
釈
を
示
す
。

二
．
華
北
ム
ス
リ
ム
社
会
の
近
代

︵
一
︶
ム
ス
リ
ム
・
エ
リ
ー
ト
た
ち
の
﹁
愛
国
﹂

二
〇
世
紀
初
頭
の
華
北
ム
ス
リ
ム
社
会
を
知
る
う
え
で
最
も
有
用
な
史
料
は
、

一
九
〇
六
年
一
一
月
に
北
京
出
身
の
ム
ス
リ
ム
、
丁
宝
臣
（
一
八
七
六
～
一
九
一
三
）
に

よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
日
刊
紙
『
正
宗
愛
国
報
』（
一
九
〇
六
～
一
三
：
北
京
）
だ
ろ
う
。

﹁
黄
色
い
顔
の
黒
い
髪
の
毛
﹂
の
人
が
互
い
に
協
力
し
合
い
、
命
が
け
で
﹁
愛
国
﹂
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
﹁
中
華
を
守
る
﹂
こ
と
を
国
民
の
使
命
と
し
て
掲
げ
た（
16
）

同
紙
は
、
し

か
し
、
一
九
一
三
年
七
月
二
八
日
、
袁
世
凱
（
一
八
五
九
～
一
九
一
六
）
に
よ
る
帝
制
復

活
の
動
き
や
同
年
三
月
の
宋
教
仁
暗
殺
を
批
判
的
に
報
じ
た
た
め
に
、
廃
刊
処
分
を
受
け

た
。
か
ね
て
か
ら
袁
政
権
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
た
丁
宝
臣
も
、
同
年
八
月
一
九
日
に
刑

死
す
る
。
だ
が
、
紙
名
に
﹁
愛
国
﹂
の
文
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、『
正

宗
愛
国
報
』
は
基
本
的
に
国
家
へ
の
忠
誠
心
を
重
ん
じ
る
編
集
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。
最

大
時
で
約
四
万
部
の
購
買
部
数
を
誇
っ
た（
17
）

と
さ
れ
る
同
紙
に
は
、
丁
宝
臣
の
実
兄
で

医
者
で
あ
っ
た
丁
国
瑞
（
一
八
七
二
～
一
九
三
二
、
字
は
子
良
、
別
号
は
竹
園
）、
天
津

出
身
の
劉
孟
揚（
18
）（
一
八
七
七
～
一
九
四
三
）、『
醒
時
白
話
報
』『
醒
時
月
報
』
の
主
宰

者
で
あ
る
北
京
出
身
の
張
子
山
（
一
八
六
九
～
一
九
〇
九
）・
張
子
岐
（
一
八
六
五
～

一
九
三
九
）
兄
弟
が
た
び
た
び
寄
稿
し
て
い
た
。

『
正
宗
愛
国
報
』
は
イ
ス
ラ
ー
ム
色
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
は
な
く
、
北
京
市
や
国

内
の
政
治
動
向
を
主
な
報
道
内
容
と
し
て
い
た
が
、
時
折
国
内
の
ム
ス
リ
ム
の
活
動
や
イ

ス
ラ
ー
ム
の
行
事
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
中
華
民
国
期
に
刊
行
さ

れ
た
ム
ス
リ
ム
の
雑
誌
や
新
聞
の
誌
名
の
多
く
が
イ
ス
ラ
ー
ム
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
（『
清
会
真
鐸
報
』『
穆
民
』『
伊
斯
蘭
青
年
』
な
ど
）
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

列
強
に
侵
食
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
国
の
前
途
を
切
り
開
く
た
め
に
は
、
富
国
強
兵
策
を
図
る

と
同
時
に
、
人
々
の
知
識
水
準
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
る
『
正
宗
愛
国
報
』
関

係
者
以
外
に
、
明
治
末
期
の
日
本
に
留
学
し
た
清
国
出
身
の
ム
ス
リ
ム
青
年
た
ち
も
ま

た
、
東
京
で
留
東
清
真
教
育
会
と
い
う
団
体
を
結
成
し
、
一
九
〇
八
年
に
創
刊
し
た
機
関

誌
『
醒
回
篇
』Istīqāẓ al-Islām

（
19
）
の
な
か
で
、﹁
宗
教
と
教
育
を
起
点
と
し
、
以
て
国
家

を
開
明
さ
せ
、
天
下
を
強
盛
さ
せ
る
﹂（
20
）
方
法
を
め
ぐ
っ
て
熱
い
議
論
を
繰
り
広
げ
た
。

彼
ら
の
一
部
は
、
一
九
〇
五
年
に
東
京
で
結
成
さ
れ
て
い
た
同
盟
会
に
参
加
し
、
帰
国
後
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も
辛
亥
革
命
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る（
21
）
。

ム
ス
リ
ム
が
こ
の
よ
う
に
声
高
に
﹁
愛
国
﹂﹁
救
国
﹂
を
叫
ん
だ
第
一
の
理
由
と
し
て
、

お
そ
ら
く
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
中
国
が
国
を
愛
し
国
民
の
団
結
を
叫
ぶ
思
想
運
動
、
す
な

わ
ち
﹁
愛
国
主
義
﹂
の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
西
欧
列
強
の
介
入

と
清
朝
統
治
体
制
の
再
編
に
揺
れ
る
激
動
の
時
代
に
あ
っ
て
、
立
憲
派
や
革
命
派
と
呼
ば

れ
た
人
々
は
、
新
し
い
国
家
の
あ
り
方
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
な

が
ら
も
、﹁
愛
国
主
義
﹂
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
共
有
し
て
い
た（
22
）
。
し
か
し
、
そ
れ
以

上
に
大
き
な
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
雲
南
と
西
北
地
域
で
発

生
し
た
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
大
規
模
な
武
装
蜂
起
、
い
わ
ゆ
る
﹁
回
民
起
義
﹂
の
影
響
で
あ

る
。
こ
の
反
乱
が
清
朝
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
後
も
、﹁
反
逆
者
﹂
の
烙
印
を
押
さ
れ
た

ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
虐
殺
が
各
地
で
相
次
ぎ
、
生
き
残
っ
た
ム
ス
リ
ム
も
東
南
ア
ジ
ア
や

中
央
ア
ジ
ア
に
亡
命
を
図
っ
た
。
そ
の
た
め
、
雲
南
で
は
ム
ス
リ
ム
の
人
口
が
以
前
の

一
〇
分
の
一
に
ま
で
激
減
し
た
と
い
う（
23
）
。
清
朝
末
期
に
刊
行
さ
れ
た
漢
語
の
新
聞
・

雑
誌
に
お
い
て
、﹁
回
教
﹂
に
関
す
る
記
事
の
多
く
が
こ
の
﹁
回
民
起
義
﹂
を
取
り
上
げ

て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
事
件
に
対
す
る
世
間
の
注
目
度
の
高
さ
を
物
語
っ
て
お
り（
24
）
、

雲
南
・
西
北
地
域
の
外
に
住
む
ム
ス
リ
ム
も
、
国
内
の
ム
ス
リ
ム
全
体
に
差
別
や
偏
見
が

蔓
延
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
北
京
牛
街
を
拠
点
と
し
て
い
た
王
寛

（
一
八
四
八
～
一
九
一
九
、
字
は
浩
然
）
や
張
子
文
（
一
八
七
五
～
一
九
六
六
）
を
は
じ

め
と
す
る
改
革
派
ア
ホ
ン
た
ち
は
、
非
ム
ス
リ
ム
と
の
関
係
改
善
、
教
育
振
興
や
宗
教
改

革
を
通
じ
た
ム
ス
リ
ム
の
近
代
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
領
内
で
の
﹁
生
き
残

り
﹂
を
図
ろ
う
と
し
た
。
彼
ら
は
保
守
的
な
ム
ス
リ
ム
の
強
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら

も
、
ム
ス
リ
ム
子
弟
の
た
め
の
学
校
を
北
京
市
内
に
複
数
創
設
し
て
教
育
振
興
を
図
り
、

正
し
い
イ
ス
ラ
ー
ム
教
義
の
普
及
を
目
指
し
て
奔
走
す
る
と
と
も
に
、
貧
困
層
の
多
い
ム

ス
リ
ム
市
民
の
た
め
の
民
生
事
業
を
推
進
し
た
。
後
世
﹁
中
国
回
教
文
化
運
動
﹂
や
﹁
イ

ス
ラ
ー
ム
新
文
化
運
動
﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
、
二
〇
世
紀
前
半
の
ム
ス
リ
ム
・
エ

リ
ー
ト
に
よ
る
一
連
の
文
化
啓
蒙
運
動
が
、
清
末
民
初
に
活
躍
し
た
王
寛
ら
の
教
育
文
化

事
業
を
端
緒
と
す
る
、
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る（
25
）
。

王
寛
は
、
初
代
中
華
民
国
臨
時
大
総
統
と
な
っ
た
孫
文
（
一
八
六
六
～
一
九
二
五
）
や

著
名
な
政
治
家
で
あ
っ
た
黄
興
（
一
八
七
四
～
一
九
一
六
）
と
も
親
交
を
も
ち（
26
）
、﹁
イ

ス
ラ
ー
ム
新
文
化
運
動
﹂
の
新
し
い
領
袖
た
ち
の
一
人
と
し
て
﹁『
教
の
た
め
に
争
う
が

国
の
た
め
に
争
わ
な
い
』
と
い
う
回
民
社
会
の
伝
統
﹂
を
、﹁
回
教
の
教
義
﹂
を
通
じ
て

国
家
意
識
・
国
民
意
識
に
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
﹂
終
わ
ら
せ
た（
27
）

と
言
わ
れ
て

い
る
。
西
北
地
域
の
ム
ス
リ
ム
に
対
し
て
も
一
定
の
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
さ
れ
る
王

寛
は
、
当
然
の
成
り
行
き
と
し
て
、
国
家
の
辺
疆
統
治
政
策
に
関
す
る
重
大
な
仕
事
を
任

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
一
九
一
二
年
五
月
、
政
府
の
辺
疆
統
治
政

策
を
推
進
す
る
目
的
で
姚
錫
光
を
会
長
と
す
る
﹁
五
族
国
民
合
進
会
﹂
が
設
立
さ
れ
た

際
、
王
寛
は
同
会
の
﹁
回
﹂
代
表
に
選
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
機
関
で
あ
る
蒙
藏

事
務
局
が
、﹁
漢
・
満
・
蒙
・
回
・
藏
﹂
諸
族
の
団
結
を
謳
う
﹁
五
族
共
和
﹂
の
理
念
を

辺
疆
地
域
に
広
く
宣
伝
す
る
た
め
に
『
蒙
文
白
話
報
』『
蔵
文
白
話
報
』『
回
文
白
話
報
』

を
一
九
一
三
年
一
月
に
創
刊
し
た
と
き
に
は
、
王
は
『
回
文
白
話
報
』
の
主
筆
に
任
命
さ

れ
た
。
実
際
に
西
北
地
域
の
ム
ス
リ
ム
が
『
回
文
白
話
報
』
を
読
ん
で
い
た
か
は
不
明
だ

が
、﹁
回
教
大
阿
衡
［
ア
ホ
ン
］
で
あ
る
王
浩
然
氏
［
王
寛
の
こ
と
］
は
宗
教
と
国
事
に

対
し
て
非
常
に
熱
心
で
、
蒙
蔵
事
務
局
主
宰
の
︽
回
文
報
︾［『
回
文
白
話
報
』
の
こ
と
］

主
筆
を
務
め
、
同
誌
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
は
西
北
辺
疆
の
状
況
は
頗
る
よ
い
影
響
を
受
け

て
い
る
﹂
と
い
う
功
績
に
よ
り
、
袁
世
凱
に
よ
っ
て
﹁
五
等
嘉
禾
章
﹂
を
授
与
さ
れ
た
と

い
う
。
ま
た
、
王
寛
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
と
し
て
、
張
子
文
に
も
﹁
七
等
嘉
禾
章
﹂
が
贈

ら
れ
た（
28
）
。
彼
ら
は
、
い
わ
ば
ム
ス
リ
ム
の
﹁
愛
国
﹂
の
鑑
と
し
て
、
国
家
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

︵
二
︶﹁
回
教
﹂
か
﹁
清
真
教
﹂
か

た
だ
し
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、﹁
五
族
共
和
﹂
に
お
け
る
﹁
回
﹂
あ
る
い
は

﹁
回
族
﹂
は
、﹁『
イ
ス
ラ
ー
ム
信
者
』
と
い
う
意
味
で
、
当
時
主
に
新
疆
省
の
ト
ル
コ
系

ム
ス
リ
ム
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
諸
ム
ス
リ
ム
集
団
を
指
す
用
語
﹂
で
あ
っ
た（
29
）
。

そ
れ
で
は
、
当
時
一
般
的
に
は
﹁
漢
人
回
教
徒
﹂
と
認
識
さ
れ
て
い
た
王
寛
ら
漢
語
を
話

す
ム
ス
リ
ム
が
、
中
華
民
国
初
期
﹁
回
﹂
の
代
表
と
し
て
国
家
の
辺
疆
政
策
に
積
極
的
に

関
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、﹁
中
華
民
国
の
樹

立
に
と
も
な
っ
て
中
国
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
国
民
統
合
を
念
頭
に
﹂
置
き
、
内
地
の
ム
ス

リ
ム
を
﹁
五
族
﹂
に
お
け
る
﹁
回
﹂
の
類
に
入
れ
て
い
た（
30
）

と
さ
れ
る
孫
文
と
、
新
国

家
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
の
地
位
向
上
を
目
指
す
王
寛
の
思
惑
が
一
致
し
た
た
め
だ
ろ
う
。

王
寛
が
﹁
五
族
共
和
﹂
を
推
進
す
る
政
治
団
体
に
﹁
回
族
﹂
代
表
と
し
て
参
加
し
、『
回

文
白
話
報
』
の
主
筆
と
い
う
大
役
を
任
さ
れ
た
背
景
に
は
、
中
華
民
国
成
立
後
に
就
任
直

後
の
臨
時
大
総
統
の
職
を
袁
世
凱
に
譲
っ
た
と
は
言
え
、
な
お
強
大
な
影
響
力
を
有
し
て

い
た
と
さ
れ
る
孫
文
の
根
回
し
が
あ
っ
た
と
考
え
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

だ
が
、
華
北
の
ム
ス
リ
ム
・
エ
リ
ー
ト
の
な
か
に
は
、
王
寛
ら
が
﹁
五
族
﹂
の
な
か
の

﹁
回
﹂
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
を
よ
く
思
わ
な
い
者
も
い
た
ら
し
い
。『
正
宗
愛
国
報
』
に

し
ば
し
ば
寄
稿
し
て
い
た
劉
孟
揚
は
、
一
九
一
二
年
五
月
の
﹁
五
族
国
民
合
進
会
﹂
北
京
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総
会
に
王
寛
が
﹁
回
族
﹂
の
代
表
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
に
抗
議
す
る
手
紙
を
、
同
会
に

送
っ
た（
31
）
。
そ
の
手
紙
の
中
で
﹁
清
真
教
人
民
一
分
子
﹂
を
名
乗
る
劉
は
、﹁
王
君
は
漢

族
で
あ
り
な
が
ら
清
真
教
を
信
仰
す
る
、
世
間
一
般
で
言
う
と
こ
ろ
の
回
教
者
で
あ
っ

て
、
回
族
で
は
な
い
﹂
と
し
て
、﹁
中
国
の
い
わ
ゆ
る
回
教
人
民
を
誤
っ
て
回
族
と
見
な

す
こ
と
に
断
固
反
対
す
る
﹂
姿
勢
を
表
明
し
た
。
な
お
、
こ
の
一
个
月
前
に
『
正
宗
愛
国

報
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
説
﹁
回
教
回
族
辨
﹂（
32
）
に
は
、
辛
亥
革
命
期
以
降
﹁
五
族
共
和
﹂

が
喧
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、﹁
内
地
各
省
の
回
教
人

4

4

4

4

4

4

4

4

﹂
の
な
か
に
は
﹁
五
族
連
合
団

4

4

4

4

4

体
に
入
ろ
う
と
す
る
者

4

4

4

4

4

4

4

4

4

﹂
や
﹁
自
身
を
回
族
と
考
え
る
者

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

﹂
が
現
れ
た
と
書
か
れ
て
い

る
。
劉
孟
揚
の
手
紙
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
こ
で
批
判
の
的
と
な
っ
て
い

る
、
自
身
を
﹁
回
族
﹂
と
考
え
る
﹁
回
教
人
﹂
が
王
寛
を
指
す
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

王
寛
自
身
が
﹁
回
﹂
の
定
義
を
明
確
に
表
明
し
た
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
彼
が
実
際
に

漢
語
を
話
す
ム
ス
リ
ム
が
﹁
民
族
﹂
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
少
な
く
と
も
、『
正
宗
愛
国
報
』
関
係
者
た
ち
は
そ
の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
い
た
ら

し
い
。
正
宗
愛
国
報
社
社
長
で
あ
る
丁
宝
臣
も
ま
た
、
ム
ス
リ
ム
の
名
称
に
関
し
て
劉
孟

揚
な
ど
と
同
様
の
見
解
を
有
し
て
い
た
。
一
九
一
二
年
五
月
某
日
、
中
国
回
教
倶
進
会
の

役
員
を
決
め
る
茶
話
会
に
取
材
の
た
め
出
か
け
た
際
、
丁
は
張
子
文
ア
ホ
ン
に
、﹁『
回
教

倶
進
会
』［
と
い
う
名
称
］
は
、『
回
教
』
の
二
文
字
を
『
清
真
』
に
変
え
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
か
、［『
回
教
』
を
］『
回
族
』
と
混
同
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
﹂（
33
）
と
提
案

し
た
。
し
か
し
、﹁
時
す
で
に
遅
し
、［
こ
の
提
案
が
］
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
つ
い
ぞ
な

か
っ
た
﹂。
さ
ら
に
、
同
年
七
月
の
中
国
回
教
倶
進
会
成
立
か
ら
約
二
週
間
が
経
っ
た
頃

に
発
行
さ
れ
た
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
回
教
倶
進
会
に
謹
ん
で
知
ら
せ
る
﹂
と
い
う
記
事

の
な
か
で
も
、﹁
穆
思
霖
［
ム
ス
リ
ム
］﹂
を
名
乗
る
人
物
が
、
同
会
の
名
称
の
な
か
の

﹁
回
教
﹂
を
﹁
清
真
教
﹂
に
変
え
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。

ま
ず
、
回
教
倶
進
会
と
い
う
名
称
を
何
と
し
て
で
も
変
え
た
ほ
う
が
よ
い
。
わ
れ
わ
れ

の
教
名
は
﹁
以
斯
倆
穆
［
イ
ス
ラ
ー
ム
］﹂
教
（
訳
す
と
清
真
）
で
あ
り
、
回
教
は
も
と

も
と
誤
っ
た
名
称
で
あ
る
（
そ
も
そ
も
［
わ
れ
わ
れ
は
］
回
紇
の
一
派
で
は
な
い
の
だ

か
ら
）。
今
後
は
一
律
清
真
教
と
ま
と
め
て
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
（
倶
進
会
よ
、
一
人
で

［
勝
手
に
］
回
教
の
二
文
字
を
認
め
な
く
て
も
い
い
で
は
な
い
か
）（
34
）
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
﹁
回
紇
﹂（
あ
る
い
は
﹁
回
鶻
﹂）
と
は
、
八
、九
世
紀
頃
に

ユ
ー
ラ
シ
ア
中
央
部
で
活
躍
し
た
テ
ュ
ル
ク
系
遊
牧
集
団
ウ
イ
グ
ルU

yghur

の
古
代
名

称
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
丁
宝
臣
は
、
当
時
ム
ス
リ
ム
で
は
な
か
っ
た
﹁
回
紇
﹂
に
由
来
す

る
﹁
回
﹂
と
い
う
語
を
、
イ
ス
ラ
ー
ム
や
内
地
に
暮
ら
す
ム
ス
リ
ム
を
意
味
す
る
言
葉
と

し
て
用
い
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
語
の
代
わ
り
に
﹁
清
真
人
﹂﹁
清
真

教
﹂
の
語
を
使
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

同
様
の
意
見
は
、『
正
宗
愛
国
報
』
掲
載
の
前
述
の
論
説
﹁
回
教
回
族
辨
﹂
に
も
見
ら

れ
る
。
こ
の
記
事
の
著
者
で
あ
る
﹁
共
和
国
民
﹂
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
人
物
に
よ
れ

ば
、﹁
政
府
が
言
う
と
こ
ろ
の
回
族
と
は
、
大
方
西
域
新
疆
の
各
回
部
の
み
を
指
し
て
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

る4

﹂
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
地
の
ム
ス
リ
ム
に
は
﹁
文
盲
が
多
い
﹂
た
め
、｢

回
部｣

と

﹁
回
教
﹂
を
混
同
し
て
、
自
ら
を
﹁
回
民
﹂﹁
西
域
者
﹂
と
誤
っ
て
自
称
し
て
い
る
。
そ
も

そ
も｢

回
教｣

と
い
う
呼
称
自
体
が
間
違
い
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
﹁
清
真
教
﹂
と
呼

ば
れ
る
べ
き
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、﹁
宗
教
﹂
と
﹁
民
族
﹂
は
異
な
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、﹁
回
教

4

4

と4

回
族

4

4

は4

区
別

4

4

す4

べ
き

4

4

だ4

﹂
と
考
え
、﹁
ど
う
し
て
宗
教
の
た
め
に

一
つ
の
［
民
］
族
を
立
て
る
理
が
あ
ろ
う
か
﹂
と
読
者
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
も
し

﹁
回
教
﹂
を
信
じ
る
者
を
﹁
回
族
﹂
と
呼
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、﹁
耶
蘇
教

9

9

9

﹂﹁
天
主
教

9

9

9

﹂﹁
仏9

教9

﹂﹁
道
教

9

9

﹂
の
信
徒
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
﹁
耶
族

9

9

﹂﹁
天
族

9

9

﹂﹁
仏
族

9

9

﹂﹁
道
族

9

9

﹂
に
な
っ
て
し

ま
う
、﹁
将
来

9

9

満
漢
蒙
回
蔵
耶
天

9

9

9

9

9

9

9

仏
道

9

9

の9

九
族
共
和

9

9

9

9

を
つ
く
る
と
し
た
ら
、
こ
れ

9

9

は9

本
当

9

9

に9

突
飛

9

9

な9

笑
い
話
で
は

9

9

な
か
ろ
う

9

9

9

9

か9

﹂
と
言
っ
て
、﹁
宗
教
﹂
と
﹁
民
族
﹂
を
同
列
に
扱

う
こ
と
を
皮
肉
た
っ
ぷ
り
に
批
判
し
た
。
つ
ま
り
、﹁
清
真
教
は
中
国

4

4

4

4

4

4

に
お
い
て
宗
教
の

4

4

4

4

4

4

4

性
質

4

4

［
の
も
の
］
で
あ
り

4

4

4

、
種
族
か
種
族
で
な
い
か
と
い
う
話
に
は
な
ら
な
い

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

﹂
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、『
正
宗
愛
国
報
』
に
お
け
る
﹁
清
真
﹂
概
念
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
﹁
民
族
﹂

で
は
な
く
﹁
宗
教
﹂
で
あ
る
と
い
う
前
提
で
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
紙
に

お
け
る
﹁
清
真
﹂
概
念
を
分
析
す
る
際
の
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、﹁
回
﹂
概
念
を
全
面
的
に
否
定
す
る
『
正
宗
愛
国
報
』
関
係
者
の
意
見

は
や
や
極
端
に
も
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
漢
語
を
話
す
ム
ス
リ
ム
は
﹁
民

族
﹂
で
は
な
い
と
い
う
考
え
自
体
は
、
当
時
の
ム
ス
リ
ム
・
エ
リ
ー
ト
の
あ
い
だ
で
は
決

し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
前
述
の
留
東
清
真
教
育
会
で
書
記
を
務
め
た
早
稲
田

大
学
留
学
生
の
黄
鎮
磐
も
ま
た
、『
醒
回
篇
』
の
複
数
の
文
章
に
お
い
て
、﹁
回
と
は
［
あ

く
ま
で
も
］
宗
教
の
名
前
で
あ
っ
て
、［
民
］
族
の
名
前
で
は
な
い
﹂（
35
）
、﹁
漢
と
回
は

歴
史
が
同
じ
、
人
種
が
同
じ
、
異
な
る
の
は
宗
教
関
係
の
点
の
み
で
あ
る
﹂（
36
）

と
持
論

を
展
開
し
て
い
た
。
そ
し
て
、『
正
宗
愛
国
報
』
関
係
者
ら
と
同
様
に
、﹁
回
教
が
回
紇
あ

る
い
は
新
疆
の
回
部
と
い
う
一
地
域
に
伝
来
し
た
た
め
に
、
回
の
名
を
［
民
］
族
と
し

た
﹂
が
、﹁
近
頃
の
人
は
中
国
に
回
回
が
伝
来
し
た
と
い
う
宗
旨
に
精
通
し
て
い
な
い
の

で
、
回
民
と
自
称
す
る
者
も
い
れ
ば
、
回
族
と
自
称
す
る
者
も
い
る
﹂（
37
）

と
し
て
、
内

地
ム
ス
リ
ム
が｢

回
族｣
を
名
乗
る
こ
と
を
戒
め
た
。
彼
が
﹁
回
教
を
信
仰
す
る
者
は
、
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も
と
も
と
同
一
の
民
族
で
は
な
い
﹂
と
言
っ
て
、﹁
回
﹂
が
単
一
の
﹁
民
族
﹂
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
を
﹁
狭
隘
な
民
族
偏
狭
主
義
で
あ
る
﹂（
38
）

と
一
刀
両
断
に
切
り
捨
て
た
の

は
、﹁
わ
が
国
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
排
漢
排
満
が
唱
え
ら
れ
、［
そ
れ
を
唱
え
る
人
々

は
］
狭
い
偏
見
に
固
執
し
て
、
滅
種
の
恐
れ
を
忘
れ
て
い
る
﹂
と
い
う
現
況
に
対
す
る
危

機
感
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
満
漢
以
外
の
民
族
対
立
﹂（
39
）

を
引
き
起
こ

し
、
国
家
分
裂
を
も
た
ら
す
よ
う
な
事
態
を
恐
れ
て
、
黄
は
革
命
派
の
排
満
志
向
を
頑
迷

固
陋
で
あ
る
と
強
い
口
調
で
非
難
し
、﹁
回
は
民
族
で
は
な
い
﹂
と
断
言
し
た
の
だ
ろ
う
。

一
方
、
同
会
の
会
計
を
務
め
て
い
た
趙
鐘
奇
は
、﹁
回
﹂
の
﹁
民
族
﹂
性
を
真
っ
向
か

ら
否
定
す
る
黄
鎮
磐
に
比
べ
て
、
や
や
冷
静
な
立
場
を
と
る
。
彼
は｢

中
国
回
教
の
来
歴

｣

と
い
う
文
章
の
な
か
で
、
重
要
な
の
は
﹁
回
教
が
族
民
［
民
族
］
で
あ
る
か
否
か
を
究

明
す
る
﹂
こ
と
で
は
な
く
、｢
回
教
の
同
人
を
喚
起
し
て
回
教
と
中
国
の
関
係
を
知
っ
て

も
ら
い
、
奮
起
し
力
を
出
し
て
中
国
国
民
と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
も
ら
う｣

こ
と
で

あ
る
と
述
べ
た（
40
）
。
こ
の
よ
う
に
、
ム
ス
リ
ム
の
﹁
民
族
﹂
性
や
﹁
回
﹂﹁
漢
﹂
の
関
係

を
め
ぐ
る
二
〇
世
紀
初
頭
の
華
北
ム
ス
リ
ム
の
立
場
に
は
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た

も
の
の
、
総
じ
て
漢
語
を
話
す
ム
ス
リ
ム
は
﹁
民
族
﹂
で
あ
る
必
要
は
な
い
、
と
考
え
る

者
が
多
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

三
．
ハ
ラ
ー
ル
問
題
と
ム
ス
リ
ム
の
呼
称

︵
一
︶﹁
湯
瓶
牌
﹂
と
偽
ハ
ラ
ー
ル
肉
問
題

『
正
宗
愛
国
報
』
に
お
け
る
﹁
民
族
﹂
を
め
ぐ
る
議
論
や
﹁
清
真
﹂
と
い
う
語
の
用
法

に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
く
論
じ
る
前
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
華
北
ム
ス
リ
ム
社
会
に
お
け

る
ム
ス
リ
ム
の
食
習
慣
や
ハ
ラ
ー
ル
問
題
を
整
理
す
る
。

最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、﹁
清
真
﹂
と
い
う
言
葉
が
も
っ
ぱ
ら
ム
ス
リ
ム
の
飲
食
物
や

ハ
ラ
ー
ル
概
念
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
二
〇
世
紀
前
半
の
こ
と
ら
し
い
。
中
華
民

国
期
の
ム
ス
リ
ム
の
定
期
刊
行
物
に
お
い
て
、﹁
清
真
﹂
と
い
う
文
字
が
ム
ス
リ
ム
飲
食

店
や
ハ
ラ
ー
ル
食
品
の
広
告
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
現
在
の
﹁
清
真
﹂
の

用
法
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う（
41
）
。﹁
清
真
菜
﹂、
す
な
わ
ち
ハ
ラ
ー
ル
料
理
を

提
供
す
る
店
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
ム
ス
リ
ム
飲
食
店
の
軒
下
に
掲
げ
ら
れ
る
独

特
の
看
板
、
す
な
わ
ち
﹁
湯
瓶
牌
﹂
に
は
、﹁
清
真
﹂
と
い
う
文
字
や
ム
ス
リ
ム
が
礼
拝

前
の
洗
浄
に
用
い
る
水
差
し
（
こ
れ
を
﹁
湯
瓶
﹂
と
い
う
）
の
絵
柄
と
と
も
に
、
ハ
ラ
ー

ル
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
や
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
が
表
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
【
写
真
１
】【
写
真
２
】。
た
だ
し
、
一
九
一
〇
年
頃
に
は
、
す
で
に
ハ
ラ
ー
ル

【写真1】北京大学の清真食堂における「湯瓶牌」。「アッラーの御
名において」bismillāh を意味するアラビア語が書かれている

（2011年2月、筆者撮影）
【写真2】“Hankow: Moslem meat shop sign” 　（漢口、1934～35年）
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を
意
味
す
る
語
と
し
て
﹁
清
真
﹂
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
前
半
に
中

国
で
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
出
身
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ブ
ル
ー
ム
ホ
ー
ルM

arshall B
room

hall

（
一
八
六
六
～
一
九
三
七
）
の
著
書
『
中
国
に

お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
』Islam

 in C
hina

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
﹁
湯
瓶
牌
﹂
の
写
真
に
は
、

﹁
清
真
﹂﹁
回
回
﹂
の
文
字
が
並
ん
で
い
る
【
写
真
３
】。
ブ
ル
ー
ム
ホ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、

﹁
帽
子
が
顧
客
へ
の
敬
意
を
表
す
一
方
、
水
差
し
は
儀
礼
的
な
清
潔
さ
を
示
す
と
同
時
に
、

豚
肉
が
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
保
証
で
も
あ
る
﹂（
42
）
。

こ
う
し
た
﹁
湯
瓶
牌
﹂
が
い
つ
誰
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
、
普
及
し
た
の
か
に
つ
い
て
の

正
確
な
記
録
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
の
食
文
化
の
歴
史
は
十
分
に
研
究

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
不
明
な
点
が
多
い
。
だ
が
、
元
代
に
書
か
れ
た
『
居
家
必
用

事
類
全
集
』『
飲
膳
正
要
』
を
は
じ
め
と
す
る
書
籍
に
は
、﹁
回
回
食
品
﹂
の
献
立
や
調
理

法
に
関
す
る
記
述
が
複
数
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら（
43
）
、
遅
く
と
も
一
四
世
紀
前
半
ま
で

に
は
今
日
の
﹁
清
真
菜
﹂
の
原
型
が
出
来
て
い
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
ま

た
、
清
代
に
南
京
で
活
躍
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
学
者
の
金
天
柱
（
一
七
三
六
～
一
七
九
五
）

が
一
七
三
八
年
に
著
し
た
『
清
真
釈
疑
』
に
お
い
て
、﹁
わ
が
教
の
道
は
、
実
は
儒
術

［
儒
家
の
学
問
］
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。
た
だ
飲
食
に
関
し
て
の
み
、
少
々
注
意
深
い
。

［
そ
れ
な
の
に
］
な
ぜ
［
わ
が
教
を
］
異
端
と
見
な
す
の
だ
ろ
う
か
﹂（
44
）
と
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
八
世
紀
前
半
に
は
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
の
あ
い
だ
で
食
習
慣
を
め
ぐ

る
摩
擦
が
あ
っ
た
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
中
国
に
お
け
る
圧
倒
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る

ム
ス
リ
ム
が
、
安
心
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
則
っ
た
食
生
活
を
送
る
う
え
で
、﹁
湯

瓶
牌
﹂
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

﹁
湯
瓶
牌
﹂
に
つ
い
て
は
、
食
習
慣
を
め
ぐ
る
非
ム
ス
リ
ム
と
の
摩
擦
や
衝
突
が
た
び

た
び
発
生
し
た
二
〇
世
紀
初
頭
の
時
期
に
も
、『
正
宗
愛
国
報
』
に
複
数
の
記
述
が
確
認

さ
れ
る
。

回
教
が
中
国
に
入
っ
て
以
来
、
外
教
の
人
が
売
買
す
る
物
と
区
別
す
る
た
め
に
、
食
品

を
売
る
全
て
の
者
は
皆
湯
瓶
牌
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
回
教
で
は
豚
肉
を
食

べ
ず
、
牛
や
羊
と
い
っ
た
家
畜
も
肉
は
食
べ
る
が
そ
の
血
は
食
べ
な
い
し
、
病
死
し
て

血
が
流
れ
て
い
な
い
肉
も
食
べ
な
い
。
こ
れ
も
ま
た
衛
生
の
道
で
あ
る
。
飲
み
水
に
つ

い
て
も
、
犬
が
ひ
と
た
び
近
づ
け
ば
、
回
教
人
に
は
［
そ
の
水
を
］
敢
え
て
飲
も
う
と

す
る
者
は
一
人
も
い
な
い
。
だ
か
ら
、
回
教
の
売
買
［
す
る
物
］
に
は
こ
の
湯
瓶
牌
が

あ
る
。
つ
ま
り
、［
こ
れ
は
］
回
教
の
招
牌
で
あ
る
。
遠
方
か
ら
来
た
回
教
人
は
こ
の
牌

を
見
て
同
教
と
知
る
。
公
理
を
以
て
論
ず
れ
ば
、
外
教
で
売
買
す
る
者
は
、
勝
手
に

［
こ
の
よ
う
な
牌
を
掲
げ
て
］
物
事
の
是
非
を
混
乱
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。
西
便
門
外

の
某
茶
館
は
、
も
と
も
と
は
仏
教
人
が
開
い
た
茶
館
で
あ
っ
た
が
、
な
ん
と
清
真
教
と

詐
称
し
て
、
勝
手
に
湯
瓶
牌
を
掲
げ
て
い
た
。
一
昨
日
、
牛
街
礼
拝
寺
［
モ
ス
ク
］
の

第
二
教
長
［
宗
教
指
導
者
］
が
こ
こ
を
通
り
過
ぎ
た
と
き
、
こ
の
牌
を
撤
去
す
る
よ
う

命
じ
た
。
現
職
の
ア
ホ
ン
で
あ
る
王
浩
然
［
王
寛
］
は
、
京
城
内
外
の
三
〇
の
礼
拝
寺

に
通
知
し
て
、
そ
れ
ら
全
て
の
寺
の
区
域
に
お
い
て
、
清
真
と
詐
称
し
公
理
を
守
ら
な

い
者
に
対
し
て
、
ア
ホ
ン
あ
る
い
は
教
長
が
文
明
の
礼
を
以
て
回
教
招
牌
を
撤
去
す
る

よ
う
に
勧
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宗
教
を
正
し
仏
教
の
理
を
守
っ
た
。［
…
］
も
し
無
知

な
回
民
が
勝
手
に
乱
暴
を
働
く
な
ど
し
て
、［
偽
の
］
招
牌
を
撤
去
す
る
以
外
に
物
を
破

壊
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
そ
の
回
民
自
身
が
賠

償
す
べ
き
で
あ
り
、
教
会
［
イ
ス
ラ
ー
ム
の
組
織
］
は
一
切
庇
う
こ
と
を
し
な
い
。
王

浩
然
の
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
と
て
も
見
識
が
あ
る（
45
）
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
〇
八
年
当
時
、
非
ム
ス
リ
ム
が
偽
り
の
﹁
湯
瓶
牌
﹂
を
掲
げ
て
ム
ス

【写真3】”Some Chinese Mohammedan paraphernalia,” Broomhall, 
Marshall. 1987(1910). Islam in China: A Neglected Problem, New York: 
Paragon Book Reprint, p. 225.
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リ
ム
に
食
品
を
販
売
す
る
事
例
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
ら
し
い
。
一
九
一
〇
年
一
月
の

『
正
宗
愛
国
報
』
も
、
張
家
口
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
冷
凍
の
羊
肉
が
、
実
は
﹁
漢
人
宰
的

（
漢
人
が
屠
殺
し
た
も
の
）﹂
で
あ
っ
た
た
め
、
張
子
文
ア
ホ
ン
が
﹁
各
寺
［
モ
ス
ク
］
に

通
知
し
て
、
回
教
人
の
食
用
を
禁
止
﹂
す
る
と
い
う
一
幕
が
あ
っ
た
と
報
じ
て
い
る（
46
）
。

ム
ス
リ
ム
を
騙
し
て
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
業
者
の
存
在
は
、
敬
虔
な
ム
ス
リ
ム
に
と
っ

て
大
き
な
悩
み
の
種
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
す
べ
く
奔
走
し
た
ア
ホ
ン
た
ち
の
努
力
も
虚
し
く
、
ハ
ラ
ー
ル

を
め
ぐ
る
問
題
は
、
中
華
民
国
成
立
後
も
ム
ス
リ
ム
を
悩
ま
せ
続
け
た
。
一
九
一
二
年
九

月
三
日
発
行
の
『
正
宗
愛
国
報
』
に
よ
れ
ば
、

清
真
教
の
人
は
猪
肉
［
豚
肉
］
の
二
文
字
を
忌
諱
す
る
。
数
年
前
、
北
京
の
某
紙
が
談

話
集
を
掲
載
し
た
。［
そ
の
際
］
考
え
も
な
し
に
回
教
は
大
母
猪
を
祀
っ
て
い
る
と
言
っ

た
た
め
、
清
真
教
［
の
人
々
］
は
数
千
人
が
集
ま
り
、
も
う
少
し
で
そ
の
新
聞
社
を
打
ち

壊
す
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
今
年
の
正
月
に
も
、
天
津
の
某
演
芸
館
で
馬
四
遠
が
茶
館
を
開

く
場
面
を
演
じ
る
際
、
う
っ
か
り
し
て
猪
肉
包
子
［
豚
肉
の
饅
頭
］
と
言
っ
て
し
ま
っ

た
。
二
、三
〇
〇
〇
人
の
回
教
人
が
そ
の
茶
館
を
平
ら
な
土
に
な
る
ま
で
破
壊
し
た
。
昨

日
の
天
津
報
に
よ
れ
ば
、
二
日
前
（
陰
暦
七
月
十
八
日
の
夜
）
天
津
の
十
錦
斎
（
仏
教
飯

の
店
）
が
料
理
を
［
注
文
し
た
客
に
］
送
り
届
け
た
が
、
送
り
間
違
え
て
し
ま
っ
た
（
仏

教
人
の
王
氏
が
注
文
し
た
料
理
を
、
回
教
人
の
王
氏
の
も
と
へ
送
り
届
け
て
し
ま
っ
た
の

だ
）。
す
ぐ
に
喧
嘩
が
始
ま
り
、
多
く
の
人
が
十
錦
斎
の
表
門
を
壊
し
に
行
っ
た（
47
）
。

天
津
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
同
月
一
四
日
発
行
の
『
正
宗
愛
国
報
』
に
詳
細
な
記
述
が

見
ら
れ
る
。
九
月
三
日
の
記
事
と
総
合
す
る
と
、
事
の
次
第
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ

た
。
天
津
の
同
合
楼
と
い
う
茶
館
で
上
演
さ
れ
た
京
劇
の
な
か
で
、
茶
館
の
給
仕
が
﹁
肉

火
焼
﹂
と
い
う
料
理
を
運
ぶ
場
面
が
あ
っ
た
。
漢
語
で
単
に
﹁
肉
﹂
と
言
え
ば
、
そ
れ
は

豚
肉
を
意
味
す
る
。
よ
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
料
理
の
小
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
、

ム
ス
リ
ム
が
礼
拝
時
に
被
る
白
い
帽
子
、
す
な
わ
ち
﹁
礼
拝
帽
兒
﹂
で
あ
っ
た
。
こ
の
話

は
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て
瞬
く
間
に
広
ま
り
、
同
店
に
押
し
か
け
た

ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
が
殴
り
合
い
の
喧
嘩
を
す
る
騒
ぎ
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う（
48
）
。

こ
の
よ
う
に
礼
拝
帽
を
用
い
た
悪
ふ
ざ
け
が
ム
ス
リ
ム
を
刺
激
す
る
と
い
う
事
件
は
、
他

に
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
一
九
一
二
年
の
旧
暦
七
月
一
五
日
に
北
京
で
行
わ
れ
た
仏
教
行
事

の
盂
蘭
盆
会
の
会
場
で
、
酒
樽
を
手
に
持
ち
タ
バ
コ
を
口
に
く
わ
え
た
鬼
役
の
者
が
﹁
清

真
教
の
礼
拝
帽
を
頭
に
被
り
、
船
の
前
に
立
っ
て
い
た
﹂
た
め
、﹁
そ
こ
に
い
た
清
真
教

民
が
憤
慨
し
て
そ
の
鬼
の
頭
を
打
ち
、
双
方
が
衝
突
し
た
﹂（
49
）
。

こ
れ
ら
の
記
事
に
は
誇
張
さ
れ
て
い
る
部
分
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

清
末
民
初
の
時
期
に
ハ
ラ
ー
ル
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
が
緊
張
関
係

に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
前
半
を
通
じ
て
、
当
局
が
ム
ス
リ

ム
の
食
習
慣
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
に
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
ん
だ
形
跡
は
な
い
。

一
部
の
省
・
市
に
お
い
て
、
民
族
宗
教
局
や
伊
斯
蘭
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）
教
協
会
が
主
体
と

な
っ
て
﹁
清
真
食
品
管
理
条
例
﹂
を
制
定
す
る
な
ど
、
ハ
ラ
ー
ル
に
つ
い
て
の
法
整
備
が

よ
う
や
く
進
め
ら
れ
る
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た（
50
）
。

︵
二
︶
豚
肉
タ
ブ
ー
と
﹁
侮
教
事
件
﹂

清
末
民
初
の
時
期
に
た
び
た
び
発
生
し
た
ハ
ラ
ー
ル
問
題
は
、
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ

ム
の
信
仰
上
、
食
習
慣
上
の
著
し
い
差
異
を
際
立
た
せ
、
非
ム
ス
リ
ム
と
は
異
な
る
強
烈

な
﹁
わ
れ
わ
れ
﹂
意
識
を
醸
成
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

漢
語
以
外
の
史
料
に
も
、
ハ
ラ
ー
ル
問
題
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
記
述
が
見
ら
れ

る
。
一
九
〇
九
年
六
～
九
月
に
中
国
を
旅
し
た
ロ
シ
ア
の
タ
タ
ー
ル
人
ウ
ラ
マ
ー
、
ア
ブ

デ
ュ
ル
レ
シ
ト
・
イ
ブ
ラ
ヒ
ムA

bdürreşid İbrahim

（
一
八
五
七
～
一
九
四
四
）
の
記

録（
51
）

に
よ
れ
ば
、
当
時
ム
ス
リ
ム
は
異
教
徒
の
食
習
慣
に
す
さ
ま
じ
い
嫌
悪
を
抱
い
て

い
た
よ
う
で
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
が
日
本
で
知
遇
を
得
た
ト
ル
グ
ー
ト
王
パ
ル
タ
・
ト
ゥ
ラ
の

歓
待
を
北
京
で
受
け
た
際
、
中
国
の
ム
ス
リ
ム
が
大
騒
ぎ
し
て
﹁
ど
う
し
て
異
教
徒
の
家

の
客
に
な
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
﹂﹁
あ
い
つ
ら
が
食
べ
る
も
の
は
汚
い
何
か
だ
﹂
な
ど

と
非
難
の
意
を
示
し
た
と
い
う（
52
）
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
中
国
ム
ス
リ
ム
が
豚
肉
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、﹁
異
教
徒
﹂（
こ
の
場
合
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
）
の
食
べ
る
料
理
全

般
を
﹁
汚
い
﹂
と
感
じ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。『
正
宗
愛
国
報
』
の
よ
う
に
非
ム

ス
リ
ム
も
目
を
通
す
可
能
性
の
あ
る
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
非
ム
ス
リ
ム
の
食
習
慣
や
飲
食
物

を
指
し
て
﹁
汚
い
﹂
と
い
う
よ
う
な
直
截
的
表
現
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、﹁
汚
い
﹂
と

い
う
の
が
異
教
徒
の
食
習
慣
に
対
す
る
ム
ス
リ
ム
の
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

と
は
い
え
、
ム
ス
リ
ム
が
と
り
わ
け
強
い
拒
否
感
を
示
し
た
の
は
、
や
は
り
豚
肉
で

あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
辮
髪
切
除
（﹁
剪
髪
﹂﹁
剪
辮
﹂）
の
動
き
が
全
国
的
な
高
ま
り
を

見
せ
て
い
た
一
九
一
〇
年
、
劉
孟
揚
は
、﹁
外
国
人
は
皆
わ
れ
わ
れ
中
国
人
の
辮
子
を
猪

尾
巴
︹
豚
の
尾
︺
な
ど
と
言
っ
て
い
る
。
わ
が
回
教
が
最
も
忌
む
猪
の
字
で
あ
る
。
な
ぜ

ア
ホ
ン
の
頭
上
に
ま
だ
こ
の
よ
う
な
も
の
を
載
せ
て
い
る
の
か
。
早
く
切
り
な
さ
い
﹂（
53
）

と
言
っ
て
、
ア
ホ
ン
に
辮
髪
切
除
を
強
く
勧
め
た
。
ま
た
、
一
九
一
三
年
二
月
に
楊
曼
青
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と
い
う
名
の
ム
ス
リ
ム
が
『
正
宗
愛
国
報
』
に
寄
稿
し
た
、『
西
遊
記
』
の
登
場
人
物
を

題
材
に
し
た
﹁
猪
八
戒
﹂
と
い
う
論
考
に
よ
れ
ば
、
当
時
﹁
諸
、
株
、
朱
、
殊
﹂
な
ど
と

い
っ
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
禁
忌
と
さ
れ
る
﹁
猪
﹂zhu

と
同
音
の
文
字
さ
え
も
が
ム
ス
リ

ム
に
忌
避
さ
れ
て
い
た
と
い
う（
54
）
。
楊
は
、
豚
が
愚
か
で
あ
る
こ
と
、
発
情
期
が
長
く

貪
欲
で
あ
る
こ
と
、
何
よ
り
不
潔
で
あ
る
こ
と
、
豚
肉
が
病
気
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
こ

と
を
理
由
に
、﹁
衛
生
に
気
を
付
け
て
い
る
全
て
の
人
、
医
学
理
論
に
通
じ
て
い
る
人
は
、

猪
肉
に
よ
る
損
失
が
多
く
利
益
が
少
な
い
こ
と
﹂
を
肝
に
銘
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
豚
肉

食
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
た
。
豚
肉
食
に
つ
い
て
は
、
張
子
文
ア
ホ
ン
と
著
名
な
イ
ス

ラ
ー
ム
学
者
で
あ
る
王
静
齋
（
一
八
七
九
～
一
九
四
九
）
が
連
名
で
発
表
し
た
演
説
文

﹁
説
清
真
教
禁
食
豕
肉
之
理
由
［
清
真
教
が
豚
肉
食
を
禁
ず
る
理
由
を
説
く
］﹂（
55
）
で
も
、

や
は
り
﹁
衛
生
﹂
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
豚
は
不
潔
で
あ
り
健
康
に
も
良
く
な
い
、﹁
古
よ
り
衛
生
の
道
に
気
を
付
け
る
人
は

皆
豕
肉
［
豚
肉
］
を
食
べ
な
い
﹂、﹁
孔
子
の
道
﹂
も
イ
ス
ラ
ー
ム
同
様
豚
肉
や
死
ん
だ
動

物
の
肉
を
食
べ
な
い
、
と
い
う
。

だ
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
豚
が
忌
避
さ
れ
る
こ
と
は
非
ム
ス
リ
ム
に
な
か
な
か
理
解
さ
れ

な
い
ば
か
り
か
、
ム
ス
リ
ム
を
攻
撃
す
る
た
め
の
手
段
と
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
一
九
一
六
年
に
は
、
北
京
市
内
の
王
、
馬
と
い
う
姓
の
﹁
清
真
教
徒
﹂
が
銭
舗
（
当

時
の
両
替
商
）
を
訪
れ
た
際
、
扉
の
手
す
り
に
塗
っ
て
あ
っ
た
豚
の
油
を
触
っ
て
し
ま

い
、
大
声
で
自
死
し
た
い
と
叫
ぶ
出
来
事
が
あ
っ
た
。
こ
の
油
は
、
日
頃
か
ら
店
に
苦
情

を
入
れ
て
い
た
彼
ら
を
締
め
出
す
た
め
に
店
側
が
塗
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
警
察
は

店
主
に
事
情
聴
取
を
行
っ
た
と
い
う（
56
）
。
そ
し
て
、
前
述
の
一
九
一
二
年
九
月
三
日
発

行
の
『
正
宗
愛
国
報
』
の
記
事（
57
）
冒
頭
で
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、﹁
回
教
徒
は
豚

を
祀
っ
て
い
る
﹂
と
い
う
非
ム
ス
リ
ム
の
発
言
が
ム
ス
リ
ム
の
怒
り
を
買
い
、
激
し
い
衝

突
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
実
は
、
同
様
の
事
件
は
中
華
民
国
期
に
複
数
回
発
生

し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
一
九
三
二
年
一
〇
月
の
﹁
南
華
文
芸
・
北
新
書
局
事
件
﹂（
58
）

は
、
民
国
期
最
大
の
﹁
侮
教
事
件
﹂（
宗
教
侮
辱
事
件
）
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、﹁
回
教
徒
が
豚
肉
を
食
べ
な
い
の
は
、
豚
を
祖
先
と
し
て
崇
め
て

い
る
か
ら
で
あ
る
﹂
と
い
う
類
の
俗
説
は
、
南
宋
の
時
代
、
す
な
わ
ち
一
二
、三
世
紀
頃

に
は
す
で
に
流
布
し
て
い
た
ら
し
い（
59
）
。
ま
た
、
非
ム
ス
リ
ム
が
ム
ス
リ
ム
を
罵
倒
す

る
際
、
歴
史
的
に
﹁
猪
種
［
豚
の
子
孫
］﹂
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
き
た
、
と
も
言

わ
れ
て
い
る（
60
）
。
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
豚
肉
が
禁
忌
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
対
す
る
、
非
ム
ス
リ
ム
の
誤
解
や
偏
見
が
非
常
に
根
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
豚
肉
タ
ブ
ー
を
め
ぐ
る
ム
ス
リ
ム
・
非
ム
ス
リ
ム
間
の
摩
擦
や

衝
突
は
、
二
〇
世
紀
前
半
に
急
増
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、『
正
宗
愛
国
報
』

や
『
月
華
』
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
で
﹁
侮
教
事
件
﹂
と
し
て
報
道
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

可
視
化
さ
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
は
る
か
昔
か
ら
存
在
し
て
き
た
問
題
な
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
一
三
年
二
月
に
は
、
上
海
の
『
警
務
叢
報
』
と
い
う
雑
誌
が
﹁
回

部
﹂
の
風
俗
を
猥
褻
な
も
の
と
し
て
書
い
た
こ
と
を
原
因
と
す
る
﹁
侮
教
事
件
﹂
が
発
生

し
た（
61
）
。﹁
回
部
﹂
は
本
来
新
疆
の
テ
ュ
ル
ク
系
ム
ス
リ
ム
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
た
が
、

華
北
地
域
に
暮
ら
す
漢
語
を
話
す
ム
ス
リ
ム
は
、﹁
回
教
﹂
全
体
が
侮
辱
さ
れ
て
い
る
と

考
え
、
同
誌
の
責
任
者
が
辞
任
す
る
ま
で
抗
議
活
動
を
続
け
た（
62
）
。
繰
り
返
さ
れ
る
ハ

ラ
ー
ル
問
題
や
﹁
侮
教
事
件
﹂
に
よ
っ
て
、
ム
ス
リ
ム
が
怒
り
に
震
え
、
や
り
場
の
な
い

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
非
ム
ス
リ
ム
の
軽

率
な
言
動
が
ム
ス
リ
ム
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
収
拾
の
つ
か
な
い
暴
力
事
件
に
発
展
す
る
と

い
う
構
図
に
は
、
二
一
世
紀
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
多
く
も
既
視
感
を
覚
え
る
だ
ろ
う
。

︵
三
︶﹁
衛
生
﹂
と
﹁
回
教
人
﹂﹁
仏
教
人
﹂﹁
漢
教
人
﹂

張
子
文
・
王
静
斎
の
共
著
論
考
や
楊
曼
青
の
論
考
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ム
ス
リ
ム
に

対
し
て
豚
肉
食
の
危
険
性
を
訴
え
る
文
章
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
時
華
北
ム
ス
リ

ム
社
会
の
風
紀
が
乱
れ
て
お
り
、
飲
食
に
関
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
戒
律
に
無
頓
着
な
ム
ス

リ
ム
が
少
な
く
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭

の
華
北
ム
ス
リ
ム
社
会
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
に
従
っ
た
食
生
活
を
送
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
分
、﹁
衛
生
﹂
的
で
あ
る
こ
と
が
人
物
評
価
に
直
結
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら

し
い
。
一
九
一
一
年
六
月
発
行
の
『
正
宗
愛
国
報
』
に
は
、
王
寛
の
叔
父
で
、
著
名
な
宗

教
指
導
者
で
あ
っ
た
王
友
三
ア
ホ
ン
に
つ
い
て
、﹁
早
く
か
ら
衛
生
に
気
を
付
け
、
す
で

に
三
〇
年
以
上
鶏
の
雛
を
食
べ
て
い
な
い
。
改
良
家
を
論
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
は
り
王

友
三
が
大
先
輩
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
﹂（
63
）

と
あ
る
。
つ
ま
り
、
改
革
派
ア
ホ

ン
の
先
駆
け
で
あ
る
王
友
三
を
評
価
す
る
際
、
彼
の
﹁
衛
生
﹂
意
識
の
高
さ
が
判
断
材
料

の
一
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ム
ス
リ
ム
自
身
、
非
ム
ス
リ
ム
と
比
べ
て
ム
ス
リ
ム
が
﹁
衛
生
﹂
的
で
清
潔
で
あ
る
こ

と
を
、
誇
り
に
思
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
一
月
の
『
正
宗
愛
国
報
』
に
掲

載
さ
れ
た
記
事
に
よ
れ
ば
、﹁
漢
人
は
回
教
の
葬
礼
を
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
質
素
か
つ
清
潔
で
あ
る
か
ら
だ
﹂（
64
）
。
つ
ま
り
、﹁
清
真
﹂﹁
衛
生
﹂
で
あ

る
と
い
う
ム
ス
リ
ム
の
プ
ラ
イ
ド
は
、
非
ム
ス
リ
ム
（﹁
漢
人
﹂）
と
い
う
比
較
対
象
の
存

在
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
、
非
ム
ス
リ
ム
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
義

や
習
慣
を
理
解
し
な
い
こ
と
、
と
り
わ
け
イ
ス
ラ
ー
ム
で
豚
肉
が
忌
諱
さ
れ
て
い
る
こ
と
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を
揶
揄
す
る
こ
と
へ
の
怒
り
、
呆
れ
、
悲
し
み
と
い
っ
た
感
情
と
表
裏
一
体
の
関
係
に

あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。﹁
非
清
真
教
人
﹂、
す
な
わ
ち
ム
ス
リ
ム
の
目
を
意

識
し
た
記
述
は
、
張
子
文
・
王
静
齋
に
よ
る
前
述
の
論
考
に
も
見
ら
れ
る
。

か
つ
て
わ
が
国
が
外
界
と
の
往
来
を
絶
っ
て
い
た
時
代
に
は
、
国
内
の
人
の
多
く
は
清

真
教
を
邪
教
、
密
教
と
見
な
し
て
い
た
。
清
真
教
人
が
飲
食
の
面
で
慎
重
で
あ
る
こ
と
、

暦
［
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
］
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
朝
晩
礼
拝
す
る
こ
と
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を

操
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
誹
謗
中
傷
が
あ
っ
た
。
海
禁
が
開
か
れ
て
か
ら
と
い
う
も

の
、
清
真
教
は
次
第
に
中
国
に
お
い
て
光
明
を
放
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
の
国
内
の

人
に
つ
い
て
言
え
ば
、
多
く
の
人
が
衛
生
に
気
を
付
け
る
よ
う
に
な
り
、
陰
暦
と
陽
暦

の
違
い
や
礼
拝
の
意
味
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
、
外
国
語
を
操
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
清
真
教
人
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、［
人
々
は
］
清
真
教
が

世
界
的
に
有
名
な
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
。［
…
］
千
百
年
あ
ま
り
の

［
歴
史
を
持
つ
］
清
真
教
は
、
今
現
在
わ
が
国
の
非
清
真
教
人
の
目
の
前
で
光
明
を
放
っ

て
い
る
の
で
あ
る（
65
）
。

さ
ら
に
、
飲
食
を
め
ぐ
る
ム
ス
リ
ム
の
﹁
衛
生
﹂
観
念
の
高
さ
は
、
非
ム
ス
リ
ム
で

あ
っ
た
者
が
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
入
信
す
る
動
機
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
九
二
〇
年
代
、
河
南
の
仏
教
徒
の
家
庭
出
身
で
自
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
経
歴
を

も
つ
望
純
理
（
字
は
楽
天
）
と
い
う
人
物
が
、﹁
教
門
内
［
の
者
］
は
回
回
と
言
い
、

［
教
］
門
外
［
の
者
は
］
漢
と
言
う
﹂（
66
）

こ
と
を
主
張
し
た
著
書
『
回
漢
分
別
宣
言
略
』

の
な
か
で
、﹁
回
教
人
﹂
に
つ
い
て
、﹁
沐
浴
と
斎
戒（
67
）
、
礼
拝
を
見
れ
ば
善
を
尽
く
し

て
お
り
、
飲
食
に
つ
い
て
論
じ
れ
ば
い
た
っ
て
清
潔
で
、［
そ
の
］
衛
生
は
う
ら
や
む
べ

き
も
の
で
あ
る
﹂（
68
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
衛
生
意
識
の
高
さ
は
、﹁
回
﹂

﹁
漢
﹂
の
差
異
が
曖
昧
で
あ
っ
た
清
末
民
初
の
時
期
、
ム
ス
リ
ム
が
﹁
回
教
人
﹂﹁
清
真
教

人
﹂
と
﹁
漢
人
﹂﹁
仏
教
人
﹂
を
区
別
す
る
う
え
で
重
要
な
指
標
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

な
お
、﹁
清
真
﹂﹁
衛
生
﹂
に
限
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
そ
の
も
の
に
対
す
る
強
い
こ
だ
わ

り
そ
の
も
の
は
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
二
〇
世
紀
前
半
の
ム
ス
リ
ム
・
エ
リ
ー
ト
の
多
く

が
共
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
留
東
清
真
教
育
会
書
記
の
黄
鎮
磐
は
、﹁
回
﹂
と
﹁
漢
﹂

の
共
通
点
を
認
め
な
が
ら
も
、﹁
他
の
宗
教
に
比
べ
、
回
教
が
純
粋
で
［
理
論
的
に
］
正

し
い
の
は
、
く
わ
し
く
分
析
す
る
ま
で
も
な
く
自
明
の
こ
と
で
あ
る
﹂（
69
）
、﹁
わ
が
教
の

人
は
昔
か
ら
親
族
と
睦
み
、
人
に
情
け
を
か
け
る
風
習
が
あ
り
、
漢
の
よ
う
に
冷
た
く
な

い
﹂（
70
）

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
代
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
他
宗
教
と
は
異

な
り
、
経
済
、
婚
姻
、
喪
葬
な
ど
社
会
を
組
織
す
る
制
度
を
一
切
包
括
し
て
い
る
う
え

に
、
ア
ッ
ラ
ー
の
み
を
崇
拝
す
る
た
め
信
仰
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
、
中
国
の
ム
ス
リ
ム

は
、
孫
文
の
﹁
三
民
主
義
﹂
に
お
け
る
﹁
民
族
﹂
の
五
つ
の
構
成
要
素
（
血
統
・
生
活
・

言
語
・
宗
教
・
風
俗
習
慣
）
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
論
拠
に
、﹁
回
教
﹂
を
信
ず

る
者
は
単
一
の
﹁
民
族
﹂
を
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
史
学
者

の
金
吉
堂
（
一
九
〇
八
～
一
九
七
八
）（
71
）

も
、﹁『
漢
人
と
は
違
う
こ
と
』『
ム
ス
リ
ム
で

あ
る
こ
と
』
へ
の
強
烈
な
誇
り
と
こ
だ
わ
り
﹂（
72
）
を
抱
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。﹁
回
﹂
を

﹁
漢
人
回
教
徒
﹂
と
と
ら
え
る
に
せ
よ
、﹁
民
族
﹂
と
考
え
る
に
せ
よ
、
彼
ら
が
ム
ス
リ
ム

と
し
て
の
矜
持
、
非
ム
ス
リ
ム
（﹁
漢
人
﹂）
に
対
す
る
優
越
感
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
華
北
ム
ス
リ
ム
社
会
に
限
定
し
て
言
え

ば
、
そ
の
プ
ラ
イ
ド
の
中
核
に
あ
っ
た
の
は
、
本
稿
が
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
、
イ
ス

ラ
ー
ム
の
高
い
衛
生
観
念
、
清
浄
さ
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
丁
宝
臣
や
劉
孟
揚
と
い
っ
た
『
正
宗
愛

国
報
』
関
係
者
た
ち
が
、﹁
回
教
﹂
や
﹁
回
族
﹂
と
い
っ
た
表
現
を
批
判
し
、
一
律
に

﹁
清
真
教
（
人
）﹂
の
語
を
使
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
記

の
ハ
ラ
ー
ル
問
題
に
関
す
る
記
事
で
は
、﹁
清
真
教
（
人
）﹂﹁
回
教
（
人
）﹂﹁
回
回
﹂﹁
仏

教
人
﹂﹁
漢
人
﹂
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
が
混
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

他
に
も
、
ム
ス
リ
ムM

uslim

の
漢
語
音
訳
で
あ
る
﹁
穆
斯
林
﹂m

usilin

、
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
﹁
教
民
﹂jiaom

in

な
ど
の
名
称
も
散
見
さ
れ
る
。
と
り

わ
け
、﹁
回
教
人
﹂、
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
﹁
仏
教
人
﹂
と
い
う
呼
称
に
は
、
ム
ス
リ
ム

と
非
ム
ス
リ
ム
が
両
方
と
も
﹁
漢
﹂
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
た
う
え
で
、
両
者
の
差

異
を
﹁
回
教
﹂
と
﹁
仏
教
﹂
と
い
う
信
仰
の
違
い
に
求
め
る
記
者
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、﹁
回
教
人
﹂﹁
仏
教
人
﹂
と
い
う
宗
教
集
団
は
い
ず
れ
も

﹁
漢
﹂
と
い
う
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
下
位
集
団
に
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

興
味
深
い
の
は
、
同
紙
に
時
折
見
ら
れ
る
、﹁
漢
﹂
と
い
う
エ
ス
ニ
ッ
ク
名
称
を
冠
し

た
﹁
漢
教
﹂
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
一
二
年
九
月
に
天
津
の
同
和
楼
で
発
生

し
た
事
件
の
顛
末
を
明
ら
か
に
し
た
記
事（
73
）
の
な
か
で
も
、﹁
回
漢
両
教
﹂
と
い
う
独
特

な
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
お
い
て
、﹁
回
教
人
﹂
と
﹁
漢
教
人
﹂
は
異
な

る
宗
教
信
仰
を
も
つ
人
間
集
団
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ム
ス
リ
ム
に

と
っ
て
﹁
漢
﹂
は
、﹁
漢
教
﹂
を
信
じ
る
一
宗
教
集
団
と
映
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
こ
の
よ
う
な
ム
ス
リ
ム
の
視
点
は
、
自
明
の
﹁
民
族
﹂
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
が
ち

な
﹁
漢
﹂
と
い
う
語
の
定
義
を
再
考
す
る
際
、
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
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ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
記
述
だ
け
を
見
て
、『
正
宗
愛
国
報
』
関
係
者
が
﹁
回
﹂
と
﹁
漢
﹂
の

違
い
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
ハ
ラ
ー

ル
問
題
関
連
の
報
道
に
見
ら
れ
る
、
こ
う
し
た
﹁
回
﹂﹁
漢
﹂
名
称
の
揺
れ
や
多
様
性
は
、

当
時
ム
ス
リ
ム
・
非
ム
ス
リ
ム
間
の
信
仰
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
区
別
が
曖
昧
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
．
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
華
北
地
域
で
発
生
し
た
ハ
ラ
ー
ル
問
題
に
関
す
る
『
正

宗
愛
国
報
』
の
報
道
を
主
な
手
が
か
り
と
し
て
、
ム
ス
リ
ム
の
自
他
認
識
、
及
び
そ
こ
に

反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
彼
ら
の
﹁
民
族
﹂
観
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
ム
ス
リ
ム

の
﹁
民
族
﹂
観
や
﹁
回
﹂﹁
漢
﹂
認
識
は
曖
昧
か
つ
流
動
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、
ハ
ラ
ー

ル
問
題
に
関
し
て
は
、
被
差
別
意
識
と
衛
生
的
で
あ
る
こ
と
へ
の
誇
り
と
い
う
、
相
反
す

る
二
つ
の
感
情
が
、
非
ム
ス
リ
ム
と
は
異
な
る
﹁
わ
れ
わ
れ
﹂
意
識
の
形
成
に
お
い
て
重

要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
、﹁
民
族
﹂
と
言
う
概
念

が
新
し
く
紹
介
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
・
エ
リ
ー
ト
の
あ
い
だ
で
も
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
運
動
が

推
進
さ
れ
た
清
末
民
初
の
時
期
、
漢
語
を
話
す
ム
ス
リ
ム
は
、﹁
回
﹂
と
い
う
﹁
民
族
﹂

と
し
て
よ
り
も
、
ま
ず
﹁
衛
生
﹂﹁
清
浄
﹂
で
あ
る
こ
と
を
重
ん
じ
る
ム
ス
リ
ム
集
団
と

し
て
覚
醒
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
の
﹁
漢
﹂
は
、
絶
対
的
な
﹁
民

族
﹂
集
団
で
は
な
く
、﹁
回
教
﹂
で
は
な
く
﹁
漢
教
﹂
を
信
じ
る
宗
教
集
団
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
本
稿
は
主
に
ム
ス
リ
ム
側
の
視
点
に
立
っ
た
史
料
に
依
拠
し
た
た
め
に
、
非

ム
ス
リ
ム
の
ム
ス
リ
ム
観
や
ハ
ラ
ー
ル
認
識
に
つ
い
て
は
く
わ
し
く
論
じ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
特
に
、﹁
漢
﹂
に
と
っ
て
豚
肉
食
が
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
多
民
族
・
多
宗
教
国
家

と
し
て
知
ら
れ
る
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
豚
肉
が
華
人
と
マ
レ
ー
人
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
境
界
と

し
て
重
要
な
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
さ
れ
る（
74
）

が
、
近
代
中
国
の
場
合
は
ど

う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
断
食
や
非
ム
ス
リ
ム
の
飲
酒
習
慣

が
、
ム
ス
リ
ム
・
非
ム
ス
リ
ム
関
係
、
あ
る
い
は
﹁
回
﹂﹁
漢
﹂
関
係
に
及
ぼ
し
て
き
た

影
響
に
つ
い
て
も
考
察
す
べ
き
で
あ
る
。

近
年
食
の
安
全
性
が
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
国
で
は
、
厳
格
に
管
理
さ
れ

て
い
る
ハ
ラ
ー
ル
食
品
は
、
衛
生
的
で
信
頼
性
が
高
い
と
い
う
理
由
で
、
多
く
の
非
ム
ス

リ
ム
に
よ
っ
て
も
消
費
さ
れ
て
い
る
。
北
京
の
代
表
的
老
舗
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
東
来
順

や
盛
徳
楼
は
、
も
と
よ
り
ム
ス
リ
ム
が
経
営
す
る
ハ
ラ
ー
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
し
、
北

京
名
物
と
さ
れ
る
涮
羊
肉
（
羊
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
）、
蘭
州
発
祥
の
牛
肉
拉
麵
、
西
北
名
物

の
手
抓
羊
肉
（
羊
の
塩
茹
で
肉
）
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
非
ム
ス
リ
ム
に
も
親
し
ま
れ
て

い
る
。
新
疆
の
ラ
グ
マ
ン
（
拌
面
）
や
カ
バ
ブ
（
羊
肉
串
）
を
扱
う
ウ
イ
グ
ル
料
理
の
店

も
連
日
繁
盛
し
て
お
り
、
現
代
中
国
に
お
い
て
ハ
ラ
ー
ル
料
理
は
文
字
通
り
人
口
に
膾
炙

し
、
中
華
料
理
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確
立
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
一

方
で
、
食
習
慣
の
違
い
が
、
と
き
に
ム
ス
リ
ム
と
非
ム
ス
リ
ム
の
あ
い
だ
に
緊
張
や
衝
突

を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
山
東
省
陽
信
県
で
、
漢
族

が
羊
肉
と
偽
っ
て
回
族
に
豚
肉
を
販
売
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
そ
れ
に
抗
議
す
る
ム

ス
リ
ム
に
対
し
て
公
安
当
局
が
武
力
弾
圧
を
加
え
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た（
75
）
。

二
〇
一
〇
年
に
も
、
甘
粛
省
張
掖
市
に
お
い
て
同
様
の
事
案
が
起
こ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て

い
る（
76
）
。﹁
羊
頭
狗
肉
﹂
な
ら
ぬ
﹁
羊
頭
猪
肉
﹂
の
事
例
に
代
表
さ
れ
る
、
ハ
ラ
ー
ル
問

題
を
め
ぐ
る
ム
ス
リ
ム
・
非
ム
ス
リ
ム
間
の
摩
擦
は
、
中
国
の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
で
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
人
の
往
来
が
活
発
化
し
、
ム

ス
リ
ム
と
日
常
的
に
接
触
す
る
機
会
が
今
後
一
層
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
日
本
人
に

と
っ
て
も
、
決
し
て
無
縁
な
事
柄
で
は
な
い
。﹁
清
真
﹂
と
﹁
衛
生
﹂
に
象
徴
さ
れ
る
中

国
イ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
か
ら
、
何
か
を
学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
【
付
記
】

 

本
稿
は
、
海
野
典
子
﹁
清
ら
か
な
イ
ス
ラ
ー
ム
：
二
十
世
紀
初
頭
の
華
北
地
域
に
お
け
る
ム
ス

リ
ム
の
ハ
ラ
ー
ル
意
識
と
『
民
族
』
観
﹂（
平
成
二
四
～
二
六
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究

費
補
助
金
基
盤
研
究
（
B
）
研
究
成
果
報
告
書
『
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
中
国
周

縁
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
民
族
覚
醒
と
教
育
に
関
す
る
比
較
研
究
』（
研
究
課
題
番
号
：

二
四
三
二
〇
一
四
三
、
研
究
代
表
者
：
松
本
ま
す
み
）、
一
二
～
三
一
頁
、
二
〇
一
五
年
）
に
大

幅
な
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
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﹁
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ョ
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︿
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。
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。

（
23
）
雲
南
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
反
乱
と
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
運
動
の
軌
跡
に
つ
い
て
は
、
松
本
ま
す
み

﹁
雲
南
ム
ス
リ
ム
の
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
と
変
容
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
﹂（
塚
田
誠
之
編
『
中

国
国
境
地
域
の
移
動
と
交
流
：
近
現
代
中
国
の
南
と
北
』
有
志
舎
、
二
〇
六
～
二
三
六
頁
、

二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
24
）
上
海
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
万
国
公
報
』（
一
八
六
八
～
一
九
〇
七
）
や『
東
方
雑
誌
』（
一
九
〇
四

～
一
九
四
八
）
に
、﹁
回
民
起
義
﹂
や
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
の
歴
史
に
関
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。

（
25
）
二
〇
世
紀
初
頭
の
ム
ス
リ
ム
社
会
の
状
況
や
﹁
中
国
回
教
文
化
運
動
﹂
の
展
開
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
論
考
を
参
照
。
佐
口
透
﹁
中
国
イ
ス
ラ
ム
の
近
代
主
義
﹂『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
』

一
六
、一
九
～
四
四
頁
、
一
九
六
九
年；

松
本
ま
す
み
﹁
中
国
の
イ
ス
ラ
ー
ム
新
文
化
運
動
：

ム
ス
リ
ム
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
生
き
残
り
戦
略
﹂
小
杉
泰
・
小
松
久
男
編
『
現
代
イ
ス
ラ
ー
ム

思
想
と
政
治
運
動
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
四
一
～
一
六
五
頁
、
二
〇
〇
三
年；

YA
M

A
ZA

K
I,  

N
oriko. 2014. “A

bdürreşid İbrahim
’s Journey to C

hina: M
uslim

 C
om

m
unities in the Late 

Q
ing as Seen by a R

ussian- Tatar Intellectual, ” C
entral Asian Survey. 33(3), pp. 405-420.

（
26
）
王
寛
の
政
治
活
動
や
孫
文
ら
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
王
前
掲
著
、
一
四
四
～
一
四
八
頁；

余

前
掲
書
、
二
八
三
頁；

尹
前
掲
論
文
、
一
六
頁
を
参
照
。

（
27
）
王
前
掲
著
、
一
四
七
頁
。

（
28
）
張
巨
齢
﹁
中
国
回
教
倶
進
会
初
創
記
評
（
中
）﹂『
回
族
研
究
』
一
九
九
八
年
第
一
期
、
二
〇
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頁
、
一
九
九
八
年
。﹁
嘉
禾
章
﹂
は
一
九
一
二
年
七
月
に
設
置
さ
れ
た
褒
章
で
、
国
家
に
貢
献

し
た
者
、
学
問
や
事
業
の
分
野
で
著
し
い
業
績
を
挙
げ
た
者
な
ど
に
贈
ら
れ
、
一
等
か
ら
九
等

ま
で
あ
っ
た
（『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
二
年
七
月
三
一
日
、
第
二
〇
一
四
号
）。

（
29
）
王
前
掲
著
、
一
四
七
頁
。
清
末
民
初
の
﹁
五
族
共
和
﹂
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
を
参

照
。
片
岡
一
忠
﹁
辛
亥
革
命
期
の
五
族
共
和
論
を
め
ぐ
っ
て
﹂
田
中
正
美
先
生
退
官
記
念
論
集

刊
行
会
編
『
中
国
近
現
代
史
の
諸
問
題
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年；

村
田
雄
二
郎
﹁
孫
中

山
与
辛
亥
革
命
時
期
的
＂
五
族
共
和
＂
論
﹂『
広
東
社
会
科
学
』
二
〇
〇
四
年
第
五
期
、

一
二
一
～
一
二
八
頁
。

（
30
）
王
前
掲
書
、
一
四
七
頁
。
た
だ
し
、
孫
文
自
身
は
﹁
五
族
共
和
﹂
の
提
唱
者
で
は
な
か
っ
た

し
、
中
華
民
国
成
立
後
は
こ
の
説
を
全
く
の
誤
り
で
あ
る
と
強
く
批
判
し
た
と
い
う
（
片
岡
・

村
田
前
掲
論
文
、
及
び
村
田
雄
二
郎
﹁
中
華
民
族
論
の
系
譜
﹂
飯
島
渉
・
久
保
亨
・
村
田
雄
二

郎
編
『
シ
リ
ー
ズ
二
十
世
紀
中
国
史
（
一
）
中
華
世
界
と
近
代
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
七

～
二
二
九
頁
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
31
）
手
紙
の
全
文
は
、『
正
宗
愛
国
報
』
第
一
九
五
三
号
（
一
九
一
二
年
五
月
三
〇
日
、
六
頁
）
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
二
年
四
月
八
日
、
第
一
九
〇
一
号
、
一
～
二
頁
。
強
調
点
（
白
黒
の

区
別
あ
り
）
は
原
文
に
従
い
、
大
文
字
に
よ
る
強
調
は
傍
線
で
示
し
た
。

（
33
）﹁
紀
茶
話
会
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
二
年
五
月
三
〇
日
、
第
一
九
五
三
号
、
四
頁
。

（
34
）﹁
敬
告
回
教
倶
進
会
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
二
年
七
月
二
一
日
、
第
二
〇
〇
四
号
、
一
頁
。

（
35
）
黄
鎮
磐
﹁
回
民
を
論
ず
﹂『
醒
回
篇
』、
四
八
頁
。

（
36
）
黄
鎮
磐
﹁
宗
教
と
教
育
の
関
係
﹂『
醒
回
篇
』、
一
五
頁
。

（
37
）
黄
鎮
磐
﹁
回
民
を
論
ず
﹂『
醒
回
篇
』
四
八
、五
〇
頁
。

（
38
）
黄
鎮
磐
﹁
宗
教
と
教
育
の
関
係
﹂『
醒
回
篇
』、
一
〇
頁
。
な
お
、
原
文
は
﹁
塞
米
的
民
族
偏
狭

主
義
﹂
で
あ
る
が
、﹁
塞
米
﹂
は
日
本
語
の
﹁
狭
い
﹂
の
音
読
み
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
、
と

王
柯
氏
は
指
摘
し
て
い
る
（
王
前
掲
書
、
一
三
五
頁
）。

（
39
）
黄
鎮
磐
﹁
回
民
を
論
ず
﹂『
醒
回
篇
』、
四
八
～
五
〇
頁
。

（
40
）
趙
鐘
奇
﹁
中
国
回
教
の
来
歴
﹂『
醒
回
篇
』、
六
一
頁
。

（
41
）Brow

n, op. cit., p. 342-353.

（
42
）Broom

hall, M
arshall. 1987(1910). Islam

 in C
hina: A N

eglected Problem
, N

ew
 York: Par-

agon B
ook R

eprint, p. 224.

（
43
）『
飲
膳
正
要
』
は
、
元
代
に
活
躍
し
た
太
医
（
皇
室
の
侍
医
）
で
、
ム
ス
リ
ム
で
あ
っ
た
と
言
わ

れ
る
忽
思
慧
が
一
三
三
〇
年
に
著
し
た
医
学
・
栄
養
学
に
関
す
る
書
籍
で
あ
る
。『
回
族
典
藏

全
書
』
第
二
一
三
冊
（
甘
粛
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
44
）
南
京
清
真
董
会
『
清
真
教
飲
食
篇
』（
一
九
二
二
年
。
再
録
は
、
王
建
平
主
編
『
中
国
伊
斯
蘭

教
典
籍
選
』
上
海
古
関
出
版
社
、
第
三
冊
、
二
〇
〇
七
年
）。
こ
れ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
正
し

い
食
習
慣
を
説
明
す
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
り
、
南
京
出
身
の
イ
ス
ラ
ー
ム
学
の
泰
斗

で
あ
っ
た
劉
智
（
一
六
六
〇
？
～
一
七
三
〇
）
の
『
天
方
典
礼
択
要
』
と
『
清
真
釈
疑
』
に
お

け
る
飲
食
に
関
す
る
記
述
が
抜
粋
さ
れ
て
い
る
。

（
45
）﹁
整
頓
教
規
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
〇
八
年
七
月
六
日
、
第
五
七
七
号
、
四
頁
。

（
46
）﹁
禁
食
包
肉
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
〇
年
一
月
二
三
日
、
第
一
一
二
八
号
、
五
頁
。

（
47
）
冷
眼
﹁
入
国
問
俗
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
二
年
九
月
三
日
、
第
二
〇
四
八
号
、
一
、二
頁
。

な
お
、﹁
馬
四
遠
﹂（
あ
る
い
は
﹁
馬
思
遠
﹂）
は
京
劇
の
題
目
の
一
つ
。

（
48
）
李
醒
村
﹁
述
所
聞
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
二
年
九
月
一
四
日
、
第
二
〇
五
九
号
、
一
、二

頁
。

（
49
）﹁
無
事
生
非
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
二
年
九
月
二
日
、
四
頁
。

（
50
）
砂
井
紫
里
﹁
清
真
：
イ
ス
ラ
ー
ム
の
食
文
化
﹂
中
国
ム
ス
リ
ム
研
究
会
編
『
中
国
の
ム
ス
リ
ム

を
知
る
た
め
の
六
〇
章
』
明
石
書
店
、
一
二
五
頁
、
二
〇
一
二
年
。

（
51
）
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
が
中
国
旅
行
中
に
観
察
し
た
清
末
民
初
の
ム
ス
リ
ム
社
会
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
を
参
照
（YA

M
A

ZA
K

I, op. cit.

）。

（
52
）﹁
ト
ル
グ
ー
ト
の
宴
﹂、İbrahim

, A
. 1910. Âlem

-i İslâm
 ve Japonya’daİntişâr-i İslâm

iyet. 1 

vol. İstanbul: A
hm

ad Saki B
ey M

atbaası, p. 561.

（
53
）
劉
孟
揚
﹁
録
稿
）
回
教
阿
衡
應
當
剪
髪
（
録
民
興
報
）﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
〇
年
一
一
月

二
九
日
、
第
一
四
二
六
号
、
六
頁
。
清
末
中
国
に
お
け
る
辮
髪
切
除
に
つ
い
て
は
、
吉
澤
前
掲

書
（
二
〇
〇
三
年
）、
一
一
九
～
一
五
六
頁
を
参
照
。
ま
た
、
同
時
期
の
華
北
ム
ス
リ
ム
社
会
に

お
け
る
辮
髪
切
除
ブ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
海
野
典
子
﹁
辮
髪
は
反
イ
ス
ラ
ー
ム
的
か
？
：
二
十

世
紀
初
頭
の
﹁
剪
髪
﹂
ブ
ー
ム
に
み
る
華
北
ム
ス
リ
ム
社
会
の
諸
相
﹂（
二
〇
一
六
年
、『
ア
ジ

ア
地
域
文
化
研
究
』
第
一
二
号
に
掲
載
予
定
）
に
く
わ
し
い
。

（
54
）
楊
曼
青
﹁
猪
八
戒
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
三
年
二
月
一
五
日
、
第
二
二
〇
二
号
、
一
、二

頁；

二
月
一
六
日
、
第
二
二
〇
三
号
、
一
、二
頁
。

（
55
）『
京
華
新
報
第
二
張
』
一
九
一
四
年
二
月
一
六
日
、
第
二
七
号
。
同
紙
は
張
子
文
が
編
集
者
を

務
め
て
い
た
。

（
56
）
北
京
市
档
案
館
蔵
民
国
档
案
（
档
案
番
号
：
Ｊ
一
八
三
～
〇
〇
二
～
〇
一
二
七
二
）。

（
57
）
冷
眼
﹁
入
国
問
俗
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
二
年
九
月
三
日
、
第
二
〇
四
八
号
、
一
、二
頁
。

（
58
）
南
京
の
総
合
文
芸
誌
『
南
華
文
芸
』
が
掲
載
し
た
﹁
回
教
徒
怎
麼
不
吃
豬
底
肉
［
回
教
徒
は
な

ぜ
豚
の
肉
を
食
べ
な
い
の
か
］﹂
と
題
す
る
随
筆
が
、
一
九
三
二
年
四
月
に
上
海
の
北
新
書
局

か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
た
﹁
小
猪
八
戒
﹂
―
―
『
西
遊
記
』
の
登
場
人
物
で
あ
る
猪
八
戒
の
息

子
、
小
猪
八
戒
こ
そ
が
﹁
回
回
﹂
の
祖
先
で
あ
る
と
い
う
内
容
の
児
童
向
け
の
文
章
―
―
を
引

用
し
た
た
め
、
ム
ス
リ
ム
の
﹁
公
憤
﹂
を
招
い
た
。
当
時
最
大
の
ム
ス
リ
ム
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ

た
『
月
華
』
は
、
上
海
で
北
新
書
局
が
襲
撃
さ
れ
る
様
子
、
華
北
の
ム
ス
リ
ム
が
首
都
南
京
に

請
願
団
を
派
遣
し
、
事
態
を
重
く
見
た
当
局
が
両
誌
関
係
者
に
処
分
を
下
す
ま
で
の
経
緯
を
、
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逐
一
報
道
し
た
。
同
事
件
の
詳
細
は
、
安
藤
潤
一
郎
﹁『
回
族
』
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
中
国

国
家
：
一
九
三
二
年
に
お
け
る
『
教
案
』
の
事
例
か
ら
﹂（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
五
（
一
二
）、
六
七

～
九
六
頁
、
一
九
九
六
年
）
を
参
照
。

（
59
）
田
坂
興
道
『
中
国
に
お
け
る
回
教
の
伝
来
と
そ
の
弘
通
（
上
）』
東
洋
文
庫
、
八
一
四
頁
、

一
九
六
四
年
。

（
60
）
中
田
前
掲
著
、
六
〇
頁
。

（
61
）﹁
汚
蔑
回
族
之
結
果
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
二
年
三
月
五
日
、
第
二
二
三
〇
号
、
五
頁
。

（
62
）
こ
の
と
き
劉
孟
揚
が
国
務
総
理
や
内
務
部
長
に
送
っ
た
抗
議
の
手
紙
は
、『
正
宗
愛
国
報
』
第

二
一
九
九
号
（
一
九
一
三
年
二
月
一
二
日
、
六
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
63
）﹁
改
良
家
之
老
前
輩
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
一
年
六
月
二
日
、
第
一
六
〇
一
号
、
四
頁
。

（
64
）﹁
回
教
衝
突
﹂『
正
宗
愛
国
報
』
一
九
一
〇
年
一
月
二
三
日
、
第
一
一
二
八
号
、
五
頁
。

（
65
）『
京
華
新
報
第
二
張
』
一
九
一
四
年
二
月
一
六
日
、
第
二
七
号
。

（
66
）
望
純
理
『
回
漢
分
別
宣
言
略
』（
初
版
は
一
九
二
四
年
。
王
建
平
主
編
・
白
潤
生
副
主
編
『
中

国
伊
斯
蘭
典
籍
選
』
第
五
巻
再
録
、
二
〇
〇
七
年
）、
二
頁
。

（
67
）
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
に
お
け
る
サ
ウ
ムṣaw

m
、
す
な
わ
ち
飲
食
を
絶
っ
て
禁
欲
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
漢
語
。

（
68
）
望
前
掲
書
、
五
頁
。

（
69
）
黄
鎮
磐
﹁
宗
教
と
教
育
の
関
係
﹂『
醒
回
篇
』
七
頁
。

（
70
）
黄
前
掲
論
文
、
一
七
頁
。

（
71
）
金
吉
堂
﹁
回
教
民
族
説
﹂『
禹
貢
半
月
刊
』
第
五
巻
第
一
一
期
、
一
九
三
六
年
：
金
吉
堂
『
中
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